
 

平成１９年度高砂市次世代育成支援行動計画の報告 

 

○特徴的な成果 

項  目 内   容 

児童手当について、法改正により３歳未満の児童に対する

児童手当を一律月額１万円に増額した。 

乳幼児医療費助成の対象児童を入院・外来ともに小学校３

年生までの児童に拡充。入院については、小学校４年生か

ら中学校３年生まで一部負担金なしとした。 

１．子育て家庭への支援 

「ＳＴＯＰ子ども虐待相談」の専用電話を設置した。 

平成１９年４月にファミリーサポートセンターを開設、７

月より援助活動を開始した。 
２．子育て支援のコミュニティ整

備 
「つどいの広場」を設置し、毎週月・水・木曜日に開催し

た。また各地域へ出向く「レッツゴーつどい」も開催し、

親子交流活動を実施した。 

平成１９年４月より民間移管したみどり丘保育園で休日保

育を開始した。 

きくなみ保育園の移管先法人を決定した。 ３．就労と子育ての両立支援 

曽根学童保育所を曽根小学校空き教室に移転し、環境を改

善した。 

４．健全育成に向けた教育の充実 
社会教育施設や学校等を活用して「放課後こども教室」を

実施した。（実施回数４００回、延参加者２３，７１４人） 

青色防犯パトロールを実施し、児童の登下校の安全をはか

った。 
５．地域での生活環境の整備 

公用車によるパトロール、下校時の見守り放送を実施した。

また、不審者情報のメール配信を行った。 

母と子の遊びの教室「きらりん☆くらぶ」を保健センター

で実施し、育児不安の強い母親に対して遊びを通してこど

もとの関わり方を支援した。 

妊娠２２週以降の妊婦健診にかかる費用について、上限１

５，０００円の助成を行った。 

特別支援教育について研究を行い、一人一人に応じた指導

の充実をはかった。 

６．安心して生み育てることので

きる環境の整備 

「マミーサポート」事業の充実のため、高砂児童学園に相

談・交流スペースを設置する工事を行った。 

 


